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　京舞井上流は、京都祇園の芸妓および舞妓に伝承される日本舞踊流派で
ある。明和 4（1767）年生まれの初世井上八千代が寛政末年（1800 年頃）
に京都で舞の指導をしたことに始まり、明治 5（1872）年の京都博覧会に
て芸妓の舞踊公演である都をどりの振り付けを担当して祇園に定着し、流
派は安定して繁栄した。第二次世界大戦後に四世家元を継承した片山愛子
（1905-2004）は、重要無形文化財保持者いわゆる人間国宝の第一次指定に
選ばれ、その後芸術院会員から文化勲章まで、芸に携わる者として最高の
栄誉に輝いてきた。
　京都のみに伝承される日本舞踊は現在井上流しかなく、「京舞」といえ
ば井上流をさす状況が続いている。この語の初出は明治 41（1908）年に遡
るが、一般に使用されはじめたのは第二次大戦後のことといってよい。昭
和 30 年の人間国宝指定は「京舞」というカテゴリーのもとの指定であり、
四世の肩書きは「京舞の指導者」とされていた。これを受け、NHK 短編
映画「京舞」が制作された。さらに劇作家の北條秀司が戯曲「京舞」を執
筆し、昭和 35 年新派で上演された。同年に京都新聞社が四世の芸談を『京
舞』という題の書籍にまとめて出版した。井上流の代名詞として定着した
「京舞」は、井上流の公演タイトルとしても使用されるようになった。
　さて、前述の北條秀司「京舞」には、登場人物の台詞として次のような
ものがある。「井上流の舞には宮中の舞が取り入れてある。初代の家元は
んが、仙洞御所のお局やら近衛家の御殿女中に教せてはった舞やさかい、
舞の品格が高い。」これは、京舞井上流に対する一般的な理解である。流
派内でも、初世が舞の師匠として身を立てる以前、近衛家の女房に仕え、
舞の才能を見出されて舞の指導をしたと伝えられる。これによって宮中の
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舞を取り入れたといわれ、じっさいには歌舞伎で初演された伝承曲を多く
有するにもかかわらず、井上流は歌舞伎との関連を指摘されることがなか
った。
　優雅で品位があるというイメージ、王朝文化との結びつき、そして近世
文化との隔絶といった要素は、そのまま京都のイメージとも通じるもので
ある。京都の近世や近代はほとんど語られることがなく、京都で戦争被害
といえば応仁の乱を指すという都市伝説までが存在した。たしかに太平洋
戦争の被害は小規模であったかもしれない。しかし、空襲の記録もあり、
それどころか京都は原爆の投下候補地でもあった。原爆実験のために他の
大規模爆撃から地域が温存されていたという事実は、アメリカの美術史家
ラングドン・ウォーナーが歴史的都市である京都を救ったという GHQ の
プロパガンダにすり替えられ、日本人は長らくこれに踊らされることとな
った。今日では明確に否定されるウォーナー恩人説であるが、ウォーナー
が否定されると、原爆を京都に落とさなかった陸軍長官スチムソン恩人説
が生まれている。何故こうもアメリカに庇護されたという事実を創り出し
たいのだろうか。
　その背景を考察すると、強大な近代兵器を有した米軍ですら手を出すこ
とのできなかった価値の高い歴史や文化が日本にはあるのだという、戦後
の日本人の希望的解釈が見えてくる。これは、唯一の慰めとして、またア
イデンティティを担保するものとして機能してきたに違いない。京都は戦
後国際文化観光都市として観光を推進、整備してきた。京都の観光資源は
むろん京都が日本の首都であった時代からの歴史的遺産である。実際の観
光資源と戦後の日本人の心性を考慮すると、これらが王朝文化を誇る古都
京都の自画像を生み出していったことは容易に想像できる。そして、京舞
もまた、都市京都と足並を揃えた重要なアイコンであったのである。
